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要約

　本稿は、平成25年度第１回保育学科研究授業「保育職基礎演習Ⅰ」の実施報告である。
保育職基礎演習は本学が独自に設定した科目で、保育学科全教員が担当する。基礎演習Ⅰ
は教員の専門領域に基づくオムニバス形式で進められた。

（Abstract）

　This paper reports on an Early Child Care Education: Basic Seminar I open class held 
in 2013. This series of lectures was originally developed by the Department of Early 
Childhood Education at Takamatsu Junior College and is taken over by all the staff. 
The Basic Seminar I focused mainly on each staff member’ s field of specialization.

１．研究授業の日程

　研究授業および検討会は次の日程で行われた。

〈研究授業〉

　日　　時：2013年６月28日（金）５校時　16時20分～17時50分

　場　　所：2101講義室

　授業科目：保育職基礎演習Ⅰ

　参 加 者：保育学科教員　９名

〈検 討 会〉

　日　　時：2013年６月28日（金）６校時　18時00分～19時30分

　場　　所：2201演習室
＊　提出年月日2013 年 11月30日、高松短期大学保育学科教授
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　参 加 者：保育学科教員　８名

２．保育職基礎演習Ⅰについて　（本学シラバスにより抜粋）

　担当教員：保育学科教員全員

【授業の紹介】

　１年次生のみなさんが「保育者（先生）として絶対に求められるもの」について考え・

体得する。これが、保育職実践演習です。　子どもたちや保護者から信頼される保育者に

なるためには、確かに保育の専門的知識・技能は大切です。しかし、それだけにとどまり

ません。保育に対する情熱や真摯な態度を目に見える形で表明できる意志もみなさんに求

められるのです。こうした情熱や態度について、みなさんと徹底的に向き合っていきま

す。

【到達目標】

　保育学科のめざす保育者像に基づき、以下を到達目標として設定します。

　・子どもの命と成長に対し誠実に向き合う使命感と倫理観を高める

　・自分に厳しく、子どもと保護者に温かく接することのできる豊かな人間性を育む

　・高度な専門的知識と的確な洞察力や判断力を身につける

　・多彩な保育活動を創出する基礎技能を基盤とした保育実践力を養う

【授業計画】

　第１回　保育者になるための学習に向けたラーニングティップス

　第２回　保育現場を学ぶための「ボランティア」の意義を理解する

　第３回　保育者を目指す自分を振り返り、これからの課題を立てる

　第４回　信頼される保育者に必須の立ち居振る舞いを習慣化する

　第５回　保育所や幼稚園の情報をまとめた園マップを作成する

　第６、７回　保育技術を磨く「ほいくのくに」の意義を理解し、計画をたてる

　第８回　子どもの成長に欠かせない児童文化を実践的に理解する

　第９回　子どもの成長を脅かす音環境の問題に関心を向ける

　第10回　児童文学・絵本の世界を体験する

　第11回　夏の保育を意識した「野外活動実習」の意義を理解する

　第12回　保育現場で活躍する卒業生（現任保育者）との交流会
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　第13回　様々な表現活動を通して子どもの成長を支える保育を理解する

　第14回　夏休みに取り組む保育ボランティアの計画をたてる

　第15回　まとめ―保育者をめざした今期を振り返り、次期を展望する―

【授業時間外の学習】

　授業時間外は、授業において学んだ「保育者（先生）を目指す保育学生として、ふさわ

しい服装・言葉づかいや立ち居振る舞い」を実践する時間です。あなたが、保育者を目指

す保育学生であることを目に見える形で表明し続けてください。

【成績の評価】＊詳細は第１回目に連絡します（出席等は厳密に規定します）

　12回以上の出席（授業時間内の着席と課題提出）した学生を評価対象に、立ち居振る舞

い、学習ノートの記入や提出、まとめの課題を総合的に判断し評価します。履修意思のあ

る人は、第１回目を必ず出席してください。

【使用テキスト】

　第１回目の授業にて詳細を連絡します。

【参考文献】

　授業内で適宜紹介します。

３．学習者の状態

　本学が独自に設定した卒業必修科目である　保育職基礎演習Ⅰで保育学科１年生99名全

員が履修中である。

４．本時の概要

　目前に迫った野外活動実習（保育学科１年生全員・教員全員）参加の余島野外活動セン

ターでの２泊３日の体験宿泊学習の詳細な日程、準備すべきことなどの事前指導と保育者

として、最低限、知っておかなければいけない応急手当の基礎知識について理解する。

５．指導案

保育職基礎演習Ⅰ　第13講　指導案� 平成25年６月28日

夏の自然に親しみ、友情を深めよう
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Ⅰ　本時のねらい

　・　野外活動実習の意義・目的を理解する。

　・　野外活動実習が安全で効率的に行える準備について理解する。

　・　応急手当の基本を理解する。

Ⅱ　使用資料・教材

　・　学習シート（後掲）

　・　野外活動実習実施要項

　・　応急手当に関する資料

Ⅲ　授業の流れ
内　容 指導上の留意点

～16:20 ・座席表の提示、確認

16:20 学習シート・実施要項・資料の配布…
本時の説明
野外活動実習の概要説明
　野外活動の意義・目的
　準備物・携行品

実施要項・資料を基に学生に問いかけなが
ら興味がもてるように進める。

16:40 日程詳細説明
　インストラクション
　野外炊飯
　ナイトアウエアネス
　キャンプファイヤー
　研究室対抗　砂のアート
　スポーツ大会
　デューテイ―ワーク

実施要項・資料を基に学生に問いかけなが
ら、やる気を出させるように配慮する。

17:20 応急手当
　すり傷・切り傷
　鼻血
　突き指
　虫刺され
　目に異物が入った
　頭をうった
　目をうった
　歯・顎をうった
　応急手当の基本　RICE

日常的に起こりうる事柄にあわてずに対処
できるように理解させる。

17:40 まとめ
次回の予告
学習シートの回収
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５．授業に対する参観者の評価

（１）授業を積極的に評価できる点

　教育内容・授業方法

　・野外活動の意義・目的ついて、節目ごとに学生に注意喚起していた。

　・保育者として必要な、夏の野外に於いて発生しやすい疾病等の応急手当の方法などの

基礎知識が保健体育の観点から紹介されていた。

　・自分で文章を考え記入していくことで、自分の考え整理することができる。

　・ワークシートの記入に関して、プリントを読んで学生が考えて記入する工夫がみられ

た。

　・野外活動実習の参加が楽しみになるように、活動意欲を促す話し掛けや説明がなされ

ていた。

　・要点を押さえ、必要な注意事項については、具体事例を交えて簡潔に説明がなされ

た。

　・時折、ユーモアを交えながら、また適度な間合いをとった口調が学生の意欲や期待感

を高め、よい雰囲気の中で授業がすすめられていた。

（２）授業の改善にかかわる点

　教育内容・授業方法

　・怪我の応急処置や熱中症対策について、実践・実習がより保育職基礎演習の授業目的

に寄り添うのでは。

　・野外活動・キャンパー精神のようなものがあればしっかり伝えて欲しかった。

　・野外での感性磨きについての説明があればよかった。　

　・授業とは無関係ではないが、楽しみに思うあまりのおしゃべりがたくさんあり、若干

けじめに欠けた学生がみうけられた。

　・野外活動実習は、研究室が主体となるので、研究室毎のグループワーク／情報交換・

発表があったほうがよかった。

　・学生のシートの書き込みについて、時折確認してはどうか。

　・本時の授業までの事前学習について提示していただければ、授業参観者の理解がさら

に深められた
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（３）授業全体の感想

　・ゆったりとした口調・ペースで授業が進められ、学生は少し自由感のある空間の中で

それぞれのペースで課題に取り組めていた。自分の授業を振り返り、学習内容を詰め

込みすぎていると自己反省し、内容を精選していく必要に気付いた。

　・時間割や授業数の関係で、専門分野・得意分野ではない研究授業でやりにくかったの

ではと心配した。専門分野での研究授業ができる体制づくりが必要である。

６．授業後の振り返り

　教育内容・授業方法

　・90分間の授業で野外活動実習の事前指導と応急手当の基本の理解の２つの領域を学習

するには、無理があり、どちらも中途半端で終わったように思われ、野外活動実習だ

けでよかったかと反省している。

　　参観者からのご指摘のように、座席が研究室単位であったのにも拘らず、時間が足り

なく、実施できなかった研究室内の話し合い、研究室間での意見発表・意見交換があ

れば、野外活動実習に行く意義（自主性の大切さや規律を守ること）などについて、

共通認識が図られたと思われる。

　・講義形式でおこなった、今回の研究授業が保育職基礎演習Ⅰの内容としてふさわしい

授業内容・授業形態であったのか疑問である。

７．おわりに

　本来、専門分野（実技形式）で研究授業を実施すべきところ、授業内容・形態に疑問を

持ちながら、講義形式のつたない研究授業であったことを深く反省しております。

学生数増による教員の授業科目が増え、「すべての教員が一堂にある特定の授業を参観す

る」ことが困難な中、５校時研究授業、６校時検討会という遅い時間にもかかわらず参加

された先生方に感謝申し上げます。

検討会、参観記録を通して、貴重なご意見・ご感想など、多くのご指導をいただきました

ことを真摯に受け止め、、さらなる授業改善に努力していきたい。

資料

　学習シート　野外活動実習実施要項
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保育職基礎演習Ⅰ−１３ 学習シート

学籍番号（ ） 氏 名（ ）

所属研究室（ ） 評 価

 

 
課 題：次の各項目について、指示に従い、すべて記入しなさい。

 
Question 1：野外活動の意義・目的は 
 
 
 
 
 
 
Question 2：気をつける公共のマナー 
 
 
 
 
 
Question 3：集団行動に於いて配慮すべきポイント 
 
 
 
 
 
 
Question 4 どのようなことを大切に準備して参加したいか 
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Question 5：応急手当の注意点・ポイント 
すり傷・切り傷 
 
鼻血 
 
突き指 
 
虫さされ 
 
目に異物 
 
頭をうった 
 
目をうった 
 
歯・あごをうった 
 
 
Question ６：熱中症予防のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
Question７：有意義な夏休みをすごすポイント 
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野外活動実習

期 日： 平成２５年７月１１日（木）～１３日（土）

行 先： 余島ＹＭＣＡ野外活動センター

小豆郡土庄町余島

ＴＥＬ （０８７９）６２－２２４１

実施要項

１．目    的    夏の自然の中で、集団生活を経験することにより、自然に 
                親しみ、自主性を養い、規律を守り友情を深める。 
 
２．対象学生    １年 ９９名   
    引率教員   柴田 小西 山本 山田 出木浦 中村 田中崇

田中弓 池内 
  
３．集合場所    小豆島行きフェリーのりば 
    集合時間    ７月 1１日（木）午前 8 時 40 分 
 
４．携 行 品    筆記用具、運動のできる服装（外用靴  ぬれていい靴） 
                帽子、水着、水泳帽、長袖シャツ、パジャマ、洗面用具 
                カッパ、懐中電灯、健康保険証（写可）、虫よけスプレー 
                常備薬、日焼けどめ薬、軍手、うちわ、ペットボトル飲料、

その他必要な物、１１日昼食 
 
 
注意事項

 
※ 団体行動であることに留意すること 
※ 研修にふさわしい服装であること 
※ 日程に添って生活時間を厳守すること 
※ 片づけ点呼など自主的に行い、役割分担は責任を持って果たすこと 
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日   程 

月 日 時  間 内          容 

７／1１  

（木） 

８：４０ 

１０：００ 

１０：１０ 

１１：００ 
１１：３０ 
１３：００ 
１４：００ 
１７：００ 
１９：３０ 
２１：３０ 

集  合（小豆島行きフェリー）出発９：00 
土庄着 
土庄発（バス） 
余島着 入所式 
昼  食 
水泳 
インストラクション① 
夕  食（野外炊飯） 
ナイト アウエアネス 
就寝準備      消灯（２２：００） 

７／1２ 

（金） 

６：３０ 
７：００ 
９：００ 

１２：００ 
１３：００ 

 
１８：００ 
１９：３０ 
２１：３０ 

起  床 
清掃・朝食 
インストラクション② 
昼  食 
インストラクション③ 
インストラクション④ 
夕 食 
キャンプファイヤー 
就寝準備   消灯（２２：００） 

７／1３ 

（土） 

６：３０ 
７：００ 
９：００ 

 
１２：００ 
１３：００ 
１４：３０ 
１５：００ 
１５：４５ 
１６：５５ 

起  床 
清掃・朝食 
研究室対抗 砂のアート 
      スポーツ大会 
昼  食 
デューティーワーク 
退所式 
余島発（バス） 
土庄発 
高松着 

 
インストラクション    オリエンテーリング  カヌー  ジャジャ  

ウィンド  ローボート・op 
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